
に
働
け
る
よ
う
に

統
括
管
理
し
て
い

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
機

能
・
役
割
・
運
営
の
実
際
」
に
つ
い

て
午
前
中
一
杯
研
修
し
た
。

　

次
は
、
朝
ド
ラ
「
ま
ん
ぷ
く
」
で

は
な
い
が
、
お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
で

き
る
即
席
食
品
が
多
数
あ
る
中
で
、

お
米
ベ
ー
ス
で
水
で
も
可
能
な
非
常

食
数
種
の
中
か
ら
、
好
み
の
物
を
選

ん
で
試
食
す
る
昼
食
タ
イ
ム
。

　

足
利
市
で
は
「
市
地
域
防
災
計
画
」

に
、
市
社
協
が
大
規
模
な
災
害
発
生

後
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開
設
す
る
、
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

午
後
は
こ
の
市
社
協
に
よ
る
設
置
・

運
営
訓
練
が
、
我
々
講
座
参
加
者
が

応
募
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
に
扮
し

て
全
80
名
の
規
模
で
実
施
さ
れ
た
。

何
分
に
も
市
は
初
め
て
の
実
地
訓

練
、
講
座
参
加
者
40
名
も
経
験
者
は

僅
か
だ
け
に
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
。

や
っ
て
み
て
分
か
る
こ
と
は
沢
山
あ

り
、
や
は
り
訓
練
は
何
回
も
繰
り
返

す
こ
と
が
肝
要
と
い
う
事
か
。

　

平
成
30
年
を
表
す
漢
字
は
「
災
」

で
あ
っ
た
。
毎
年
各
地
で
の
災
害
が

発
生
し
て
い
る
が
、
こ
こ
足
利
の
地

は
自
然
災
害
が
少
な
く
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
た
い
。
が
、
そ
れ
は
偶
然
の

な
せ
る
業
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
嘗

て
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
時
の
如
く
、

い
つ
何
時
、
大
災
害
が
襲
う
か
も
知

れ
な
い
。
そ
れ
に
備
え
て
の
講
座
・

研
修
が
今
年
も
各
所
で
行
わ
れ
た
。

　

市
社
協
主
催
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
は
、
こ
こ
数
年
市
内
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
層
の
研
修
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
N
P
O
の
李
仁
鉄
氏
の
、「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
る
上
で
の
心

得
」
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
効
果
的

た
藤
姓
足
利
氏
の
滅
亡
で
逆
転
し
、

義
兼
は
足
利
庄
の
領
主
と
な
っ
た
。

　

義
康
時
代
に
始
ま
っ
た
足
利
庄
中

心
地
へ
の
拠
点
造
り
も
義
兼
の
活
躍

で
拍
車
が
掛
か
り
、
山
辺
源
氏
屋
敷

か
ら
は
連
日
多
勢
の
職
工
達
が
通

い
、
広
大
な
武
家
屋
敷
を
造
り
上
げ
、

移
転
し
、「
山
辺
源
氏
」
は
名
実
共
に

「
足
利
源
氏
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

移
転
後
の
源
氏
屋
敷
等
山
辺
主
要

地
に
は
引
き
続
き
源
氏
を
支
え
る
住

民
家
人
が
住
み
続
け
、
微
高
台
地
周

辺
低
地
を
襲
う
度
重
な
る
渡
良
瀬
川

の
洪
水
に
も
め
げ
ず
復
興
を
繰
返
し

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
に
は

源
氏
屋
敷
や
円
満
寺
不
動
堂
等
貴
重

な
記
録
・
遺
品
も
ろ
共
、
根
こ
そ
ぎ

流
し
て
し
ま
う
よ
う
な
大
洪
水
も
何

回
か
あ
っ
た
事
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
）

　

本
年
度
の
足
利
市
民
福
祉
大
会
が

11
月
11
日
、
市
と
市
社
協
等
7
つ
の

福
祉
団
体
の
主
催
、
自
治
連
等
10
団

体
の
後
援
で
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

本
市
で
は
平
成
11
年
に
福
祉
都
市

宣
言
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
相

互
の
信
頼
と
連
帯
を
基
本
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
発
揮
し
て
、
共
に
理
解

し
あ
い
支
え
あ
え
る
福
祉
社
会
実
現

の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
を
確

認
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と

心
身
の
「
健
幸
」
づ
く
り
に
努
め
る

本
年
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
、
功
労

者
表
彰
が
実
施
さ
れ
た
。

　

当
地
区
と
し
て
は
地
域
福
祉
功
労

で
市
長
表
彰
1
名
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
2
名
が
受
賞
し
た
。

　

足
利
市
長
表
彰

[

地
域
福
祉
功
労]

　
　
　

渡
邉
美
智
子
さ
ん
（
堀
込
町
）

　

老
人
給
食
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
23

年
、
現
在
も
調

理
実
務
の
第
一

線
で
活
躍
中
。

又
、
大
正
琴
の
「
琴
聖
会
」
を
主
宰
し
、

地
区
内
外
施
設
訪
問
の
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
も
活
躍
中
。

　

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

[

地
域
福
祉
功
労]

　
　
　

清
水
弘
子
さ
ん
（
堀
込
町
）

　

民
生
委
員

19
年
の
豊
富

な
経
験
を
生

か
し
老
人
給

食
ボ
ラ
へ
参
加

し
て
14
年
、
現
在
委
員
長
と
し
て
会
運

営
の
充
実
・
円
滑
化
に
頑
張
っ
て
い
る
。

　

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

[

地
域
福
祉
功
労]

　
　
　

新
江
義
夫
さ
ん(

堀
込
町)

　

地
区
社
協

理
事
と
し
て

事
務
局
入
り

し
11
年
、
多

岐
に
亘
る
事

務
局
業
務
を
補
佐
し
て
き
て
い
る
。

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
で
は

委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

　

大
会
の
始
め
は
宣
言
文
に
あ
る「
健

幸
」
づ
く
り
の
PR
も
含
め
会
場
全
体

で
の
元
気
ア
ッ
プ
体
操
。
今
年
度
新

登
録
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
達
が
舞
台
に

出
て
会
場
を
リ
ー
ド
し
和
や
か
な
雰

囲
気
を
造
る
。

　

第
2
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
男

性
4
人
グ
ル
ー
プ「
ロ
ス
・
ク
ア
ト
ロ
・

ペ
ス
カ
ド
ー
レ
ス
」
に
よ
る
ラ
テ
ン

音
楽
の
演
奏
。

　

こ
の
地
で
生
活
す
る
南
米
か
ら
の

子
供
達
に
平
和
と
安
ら
ぎ
を
共
有
し

て
も
ら
い
た
い
と
始
め
て
25
年
、
感

動
溢
れ
る
7
曲
の
舞
台
だ
っ
た
。

　　

今
後
の
財
政
状
況
や
国
の
全
世
代

型
社
会
保
障
制
度
の
導
入
で
、
市
と

し
て
見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

尚
、
敬
老
会
の
招
待
者
年
齢
や
開

催
方
法
は
実
施
団
体
が
独
自
に
決
め

ら
れ
る
方
向
。

センター設立の訓練中。次の手順は?

個々の楽器が個性を発揮しながら調和の
とれた心地よい音楽に。
ロス・クアトロ・ペスカドーレス! ブラボー！

第16回

山
辺
の
文
化
遺
産
に

寄
せ
て

山
辺
の
文
化
遺
産
に

寄
せ
て

山
辺
の
今
昔
譚

山
辺
賢
人
子

福
祉
大
会 

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

福
祉
大
会 

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

福
祉
大
会 

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

第23回

今
年
も
地
域
福
祉
功
労
賞
を
３
名
受
賞

今
年
も
地
域
福
祉
功
労
賞
を
３
名
受
賞

敬
老
事
業
の
補
助
金
対
象
者

敬
老
事
業
の
補
助
金
対
象
者

本
年
よ
り
１
年
に

　
　
　

１
歳
ず
つ
繰
り
上
げ

二
〇
二
三
年
に
80
才
以
上
に

│
│
そ
の
三
│
│

「
山
辺
か
ら
足
利
源
氏
へ
」

　

八
幡
山
を
中
心
と
す
る
こ
の
微
高

台
地
は
古
墳
群
も
残
さ
れ
て
い
る
様

に
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
に
人
が
定

着
す
る
条
件
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
が
、

頻
繁
に
襲
う
渡
良
瀬
川
の
洪
水
に
は

悩
ま
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

義
家
が
源
氏
の
拠
点
と
し
て
構
築

し
た
足
利
別
業
は
、
都
で
活
躍
す
る

三
男
義
国
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
勅

勘
に
触
れ
源
氏
屋
敷
に
隠
棲
、
そ
の

子
義
康
が
継
い
で
、
源
氏
屋
敷
を
中

心
と
す
る
山
辺
一
帯
を
支
配
し
た
。

保
元
・
平
治
の
乱
で
活
躍
す
る
義
康

は
初
め
て
足
利
姓
を
名
乗
り
、
こ
の

地
を
拠
点
と
し
て
出
征
し
て
は
武
功

を
建
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
頃
の
足
利
庄
の
領
主
は
藤
原

秀
郷
の
後
裔
・
藤
姓
足
利
氏
で
あ
り
、

後
発
の
源
氏
は
山
辺
か
ら
南
東
部
に

か
け
て
が
支
配
地
の
、
言
わ
ば
「
山

辺
源
氏
」
で
あ
っ
た
が
、
勢
力
争
い

は
避
け
難
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

義
康
の
後
を
継
ぐ
足
利
二
代
目
義

兼
も
山
辺
源
氏
屋
敷
に
生
ま
れ
こ
こ

の
主
と
な
っ
た
。
義
国
・
義
康
時
代

か
ら
続
く
藤
姓
足
利
氏
と
の
関
係
は
、

義
兼
が
参
戦
・
大
活
躍
し
勝
利
す
る

源
平
合
戦
の
結
果
、
平
氏
に
味
方
し

現在の足利源氏屋敷・鎫阿寺、
右は足利学校

X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
に
も
参
加

セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
に
も
参
加

セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
に
も
参
加

セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
に
も
参
加
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すなおな心（はい）
奉仕の心（私がします）

反省の心（すみません）
感謝の心（ありがとう）

謙虚な心（おかげさま）
山辺地区日常五心 


